
温
泉
資
源
の
有
効
活
用
。

　

湯
村
温
泉
の
歴
史
は
古
く
、
嘉
祥
元
年

（
8
4
8
）、
慈
覚
大
師
に
よ
り
開
湯
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
泉
量
・
泉

質
と
も
に
少
し
の
衰
え
も
見
せ
ず
、
湯
治
客

や
地
元
住
民
を
癒
し
続
け
て
い
ま
す
。
摂
氏

98
度
の
荒
湯
を
は
じ
め
と
し
た
約
60
ヶ
所
の

源
泉
の
総
湧
出
量
は
毎
分
2
3
0
0
リ
ッ
ト

ル
を
誇
り
、
そ
の
豊
富
さ
か
ら
旅
館
の
み
な

ら
ず
一
般
家
庭
に
も
配
湯
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
53
年
発
見
の
浜
坂
温
泉
、
昭

和
44
年
発
見
の
二
日
市
温
泉
、
昭
和
30
年
に

発
見
さ
れ
た
七
釜
温
泉
は
い
ず
れ
も
温
泉
利

用
の
効
果
が
十
分
に
期
待
さ
れ
、
か
つ
健
全

な
温
泉
地
と
し
て
優
れ
た
条
件
を
備
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
成
3
年
に
県
下
初
の
国
民

保
養
温
泉
地
「
浜
坂
温
泉
郷
」
と
し
て
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
浜
坂
温
泉
は
、
住

民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
昭
和
56
年
に

全
国
初
の
「
国
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
」
の

指
定
を
受
け
、
各
家
庭
を
全
長
18
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ
〝
み
ん
な

げ
（
げ
＝
家
）
湯
の
町
シ
ス
テ
ム
〟
を
整
備

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
蛇
口
を
ひ
ね

　

新
温
泉
町
に
は
、
氷
ノ
山
後
山
那
岐
山
国
定
公
園
に
位
置
す
る

上
山
高
原
を
は
じ
め
と
し
た
雄
大
な
山
々
を
源
流
と
し
た
岸
田
川

や
久
斗
川
な
ど
の
河
川
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
河
川
に
は
上
山

高
原
な
ど
に
広
が
る
ブ
ナ
林
な
ど
の
広
葉
樹
か
ら
流
れ
た
ミ
ネ
ラ

ル
な
ど
の
豊
富
な
栄
養
素
が
溶
け
込
み
、
沿
岸
地
域
や
日
本
海
を

潤
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湯
村
温
泉
や
浜
坂
温
泉
郷
に
代
表
さ
れ

る
県
内
で
も
有
数
の
温
泉
資
源
が
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
は
、
昔

か
ら
身
近
な
温
泉
を
生
活
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
取
り
入
れ
て

き
ま
し
た
。
新
温
泉
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
有
効
的
に
、
ま

た
永
続
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

山
と

温
泉
と
。

川
、海
を
守
る

上
山
高
原
の
保
全
、再
生
活
動
。

　

氷
ノ
山
後
山
那
岐
山
国
定
公
園
に
指
定
さ

れ
た
標
高
7
5
0
〜
9
0
0
メ
ー
ト
ル
の
高

原
状
の
台
地
に
位
置
す
る
上
山
高
原
。
こ
の

一
帯
は
、
ブ
ナ
の
原
生
林
や
ス
ス
キ
草
原
が

広
が
り
、
イ
ヌ
ワ
シ
や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ザ

ゼ
ン
ソ
ウ
や
タ
ジ
マ
タ
ム
ラ
ソ
ウ
な
ど
の
希

少
動
植
物
が
生
息
・
群
生
す
る
地
域
と
し

て
、
学
術
的
に
も
価
値
の
高
い
エ
リ
ア
で
す
。

多
く
の
自
然
が
残
る
小
又
川
渓
谷
や
霧
ヶ
滝

渓
谷
な
ど
を
源
流
と
す
る
岸
田
川
で
は
、
全

国
最
南
端
の
地
と
し
て
サ
ケ
の
回
帰
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
周
辺
集
落

で
は
棚
田
や
但
馬
牛
の
飼
育
、
山
の
食
材
を

使
っ
た
郷
土
料
理
な
ど
、
山
間
部
特
有
の
生

活
文
化
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
上
山
高
原
の
原
風
景
の
保
全
、

再
生
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
平
成

18
年
夏
に
オ
ー
プ
ン
し
た
上
山
高
原
ふ
る
さ

と
館
を
拠
点
と
し
、
地
元
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
運
営
す
る
「
特
定
非
営
利
活
動
法

人
・
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で

す
。
ス
ギ
な
ど
の
人
工
林
を
伐
採
し
て
ブ
ナ

苗
木
の
植
付
け
に
よ
っ
て
落
葉
広
葉
樹
林
に

し
、
ま
た
サ
サ
密
生
地
や
灌
木
林
を
伐
採
し

て
ス
ス
キ
草
原
に
変
え
る
活
動
を
行
っ
て
い

Mountains and Hot Springs

The town has two main rivers, the Kishida River and the Kuto 
River. These rivers flow from the broadleaf and beech forests of 
the Ueyama-Heights and other mountains, carrying rich minerals 
and nutrients to the sea, benefiting the marine resources.
The Yumura and Hamasaka hot springs are enjoyed by towns 
people and visitors alike. Our town aims to utilize its natural 
resources in an effective and sustainable manner.

一般家庭への配湯（浜坂地区）

小又川渓谷

ま
す
。
さ
ら
に
上
山
高
原
や
地
元
集
落
周
辺

に
あ
る
有
形
・
無
形
の
資
源
を
活
か
し
て
の

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
、
町

内
外
と
の
交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
徐
々
に
復
元
さ
れ
て
い
る
ブ
ナ

を
は
じ
め
と
し
た
落
葉
広
葉
樹
は
水す
い
げ
ん源
涵か
ん
よ
う養

林り
ん

と
し
て
山
の
保
水
機
能
を
向
上
し
、
河
川

へ
の
流
量
の
調
節
を
果
た
し
、
ま
た
ス
ス
キ

草
原
は
イ
ヌ
ワ
シ
の
狩
場
と
な
る
な
ど
草
原

性
動
植
物
の
生
息
群
生
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

浜坂温泉の泉源

岸田川

上山高原

ブナ苗木の植付け七釜温泉ゆーらく館荒湯での野菜の湯がき 湯村温泉・荒湯

れ
ば
温
泉
」
と
い
う
夢
の
よ
う
な
話
が
実
現

し
ま
し
た
。
一
般
家
庭
に
給
湯
さ
れ
た
数
も

全
国
一
の
配
湯
戸
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
浜

坂
温
泉
郷
で
は
、
旅
館
や
入
浴
施
設
は
も
ち

ろ
ん
、
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
保
養

施
設
に
給
湯
し
、
温
泉
を
利
用
し
た
健
康
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

荒湯での野菜の湯がき

平
成
17
年
10
月
に
浜
坂
町
と
温
泉
町
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
新
温
泉
町
。

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
は
心
癒
す
美
し
い
四
季
と
、

“
湯
の
町
”
と
し
て
の
情
緒
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
麒
麟
獅
子
舞
・
菖
蒲
綱
引
き
な
ど
の
先
人
の
築
き
上
げ
て
き
た
文
化
は
、

国
・
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

伝
統
文
化
と
し
て
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
新
た
な
時
代
を
迎
え
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
住
み
良
い
環
境
づ
く
り

“
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
”

─
安
ら
ぎ
と
憩
い
の
空
間 

新
温
泉
町
─　

の
実
現
に
向
け
、

資
源
と
人
と
の
連
携
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
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史
を
築
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め
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と
の
共
生
を
柱
に
、
住
民
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力
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結
集
し
て
、

過
去
を
礎
に
次
世
代
へ
繋
ぎ
遺
し
て
い
く
べ
き

新
し
い
ま
ち
の
創
造
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

自
然
と
歴
史
・
文
化
か
ら

生
ま
れ
た
資
源
。

そ
れ
を
活
か
し
た

新
た
な
ま
ち
の
創
造
。
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泉
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源
の
有
効
活
用
。
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れ
ば
温
泉
」
と
い
う
夢
の
よ
う
な
話
が
実
現

し
ま
し
た
。
一
般
家
庭
に
給
湯
さ
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た
数
も

全
国
一
の
配
湯
戸
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を
誇
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ま
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。
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坂
温
泉
郷
で
は
、
旅
館
や
入
浴
施
設
は
も
ち

ろ
ん
、
病
院
、
介
護
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人
保
健
施
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、
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に
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し
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を
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健
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薬師湯 上山高原ふるさと館


